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表 1 調査対象居室の筏要
居室 家屋の<<(要 対象居室 床面積 天弁高 室容積の記号 (0( ) (m) (0( ) 
H 木造平屋一戸建 和室 8帖 (防音室) 15.5 2.4 37.5 
F-W 和室4.5f枯 (防音釜) 10.7 2.4 25.8 
木造平屋一戸建
洋 室(防管室)F-Y 19.1 2.7 51.5 
T 木造平屋4p連続(端) 和室 6帖 (防音室) 11.7 2.5 28.8 
N-B 木造平屋一戸建 和室 6帖 (防音室) 11.0 2.4 26.3 
N-I (防音実駿住宅) 和室 6帖 (一般室) 1.0 2.4 26.3 
要旨2 ~ 測調査方法
翻1is貫目 測 定 方 法
ょ」 石油・ガス ・ストープにより，C O2を発生させ.単位時間当りのC02













M Crt= CO+ ( Cro-CO) e .• .十(1-e-副)EV-…(1)
(1)式を変形して
M 1-e-ft1 
n=守・I(Crt-Co)ー (Cro-戸 、ー 」一…… (2)
n 侠気回数(回/h) V:室容積(0() M: CO. 
発生:Iit(r( / h) Co:外気C02濃度(ぱ /r()Cro， 
Crt:実験則始前(t = 0)及びt時間後の室内C02滋







































目 発熱量 H I C O2発生盆M
j自 Ill，OOOkcal/kg I 1.89m' Ikg *1 
L P.ガス I24，270kω1m' I 3.07m' 1m' ホ2
















F Y (51.5m' ) FW (25.3m') T (28.8m') N 1 (26.3m') 
換気回数 ムt 換気回数 ムt 換気回数 ム t 換気回数 ムt
OFF 0.7回Ih 190 1.7図Ih 19. 1.8回Ih 18. 1.6回Ih 240 (36.1) (43.9) ( 51.8) (42.1) 
~~ 1.2 170 2.0 17" 3.1 18. 2.2 27・(61.8) ( 51.6) (89.3) (57.9) 
中 1.4 23・ 1.9 23. 4.4 17" 3.0 25. (72.1) ( 49.0) (126.2) (78.9) 
5主 1.9 17" 3.1 17" 4.5 20. 3.2 23. (97.9) (80.0) (129.6) (84.2) 
*この表の数値は.ストープ燃焼l侍の換気回数及び室内外温度差ムtを平均したものである。
(ば Ih)である。但し，換気回数計算{直は，床上150-200cmの測定値からの計算値である。
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図-3 換気回数と室内外温度差





















FW N 1 
強(l20m'/h) 30.1 30.7 
中 (85m3/h) 9.1 30.9 
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室内外進右足 ζ~J: /.O心
図-7 温度勾自己と室内外温度差
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M Crt-Cro p'" t a XnVX10' 6....・H ・.…・(5)1 -e-nt 
M:CO発生長 (oi/h)， n:換気回数(回/h)V : 
室容積(ば)， Cro: t = 0におけるCO濃度(ppm)
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図ー12 CO2発生量とCO発生量の関係
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森山他 :防音居室における空気 ・然環士費
石油の場合， C 02発生量を0.101'/h (石油消費量では
1 g/min)以下.プロパン ・ガスの渇合0.3m'/h(プロパン





CO発生虫 C O/C 02 サンプル数
都市 ガス 0.0121m' Ih 0.0436 4 
プロパンガス O.∞17m' Ih O.∞48 40 









K (kca I/h. 'c )を求めた。
H -nV (ti-to) XO.28= K (ti-to)…..・H ・.…(6)












to= 0 'C，室温ti=20'Cと して.暖房負荷qを次式によ
り算出する。
q =89.4{ ti-(0)+ nV (ti-to) XO. 28・H ・H ・H ・H ・.(7) 
プロj(ン及び石油ストープについて， CO発生盆を図
12を使問して求め.次式より室内COia度Crを算出した。

















• OFF. 1-'"軌 f'l・，)ん泊。U，• ".~守 ・ . 1・3.10
....中 .".n'.f・3.38
I x t!.. ".，5"' t・3梓 ・
32.L.m峨!1_H措置白血L_..-::-二一一一
同ー 3・w 
1: .. 1: .. 3:.. 
OJt '" 図-14 予想される石油ストープによる CO汚染
体〉 司.徐恥@埴t j:7'OJ、・ン1舎を，。
• oFF ，-0.'司t.i.L3f私6・
0 純 v州 、 i-L叫
....守 ~-1.3' 1'LS1 



























事E 科 記号 型 式 震具使用家屋
5 J 英国製 全官屋
パーラー・オイルヒーター
石 i由 52 ナショナル般 H 邸OS-23∞R 
53 ナショナル製 N 邸
05-170JR 
P J ナショナル製 金百E監
プロパン P5ー ωOON③
ガス 目立綬 赤外線ストープP2 V H P-331 向上
IJ市ガス C J 大阪ガス 赤外線ストープ F邸洋室
* 文献⑦によれば，居室内の上下温度差につい
てReinmannらは.床面と居住域高さとの温
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